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医療安全に関する論点 

【医療安全】（第５回WG） 

 拠点病院等の医療安全について指定要件に明記してはどうか。 

 医療安全管理部門の設置を拠点病院に求めてはどうか。 

 人的配置については特定機能病院の承認要件を参考にしながら、検討してはどうか。 
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（現状・課題） 
 これまで、我が国では、罹患者の多いがん（肺・胃・肝・大腸・乳腺）を中心に、手術療法、
放射線療法、薬物療法等を効果的に組み合わせた集学的治療や緩和ケア（以下「集学
的治療等」という。）の提供、がん患者の病態に応じた適切な治療・ケアの普及に努めて
きた。また、拠点病院等を中心に、キャンサーボードの実施、がん相談支援センターの設
置、院内がん登録の実施等に取り組み、全ての国民が全国どこにいても質の高いがん
医療が等しく受けられるよう、がん医療の均てん化を進めてきた。 
 しかしながら、標準的治療の実施や相談支援の提供など、拠点病院等に求められてい
る取組の中には、施設間で格差があることも指摘されている。 
 また、近年、医療安全に関する問題が指摘されているが、拠点病院等においても事故
が度々報告されるなど、医療安全に関する取組の強化が求められている。 

（取り組むべき施策） 
 国は、拠点病院等における質の格差を解消するため、診療実績数等を用いた他の医
療機関との比較、第三者による医療機関の評価、医療機関間での定期的な実地調査等
の方策について検討する。  

 国は、拠点病院等の整備指針の要件を満たしていない可能性のある拠点病院等に対
する指導方針や、各要件の趣旨や具体的な実施方法等の明確化等について検討する。 

 国は、拠点病院等の要件の見直しに当たっては、ゲノム医療、医療安全、支持療法な
ど、新たに追加する事項を検討する。 

第３期がん対策推進基本計画における記載（抜粋） 
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第５回がん診療連携拠点病院

等の指定要件に関するW G 
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• 特定機能病院の医療安全に関する要件を参考に 

がん診療連携拠点病院等の医療安全に関する指定要件

を定めてはどうか。（第7回：H28.7.7） 

• 特定機能病院以外の病院では、医師や看護師等の人員を

医療安全に配置することが困難な場合もあるのではない

か。（第7回：H28.7.7） 

• 拠点病院の診療の質の担保に関して、第三者による病院

機能評価を活用してはどうか。（第10回：H29.10.18） 

がん診療提供体制のあり方に関する検討会での主なご意見 
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第５回がん診療連携拠点病院

等の指定要件に関するW G 
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指定要件見直し（案）  
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現行の整備指針 見直し（案） 

医療安全 

 
 
 

• 該当する項目なし 

 
 
 
（新）医療安全体制の整備 
（新）医療安全管理部門の設置 
（新）医師、薬剤師、看護師の配置 
 



医療安全に関する事項 
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施設要件 

人的配置 

その他 

医師 薬剤師 看護師 

都道府県拠点 

 

•医療安全管理部
門の設置 

•医療安全管理者
の配置（右記参
照） 

•医療安全に関す
る窓口の設置 

常勤かつ専任 
常勤かつ専任 

（専従が望ましい） 
常勤かつ専従 

•医療安全管理者
の権限の付与 

•医療安全管理者
の研修の受講 
 

 

地域拠点 
・ 

特定領域 
常勤 常勤かつ専任 常勤かつ専従 

地域診療 常勤 
常勤 

（専任が望ましい） 
常勤かつ専従 


